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　　　　議会だより議会だより

３年ぶりに開催！北部上北協議会連合観閲式！（敬礼する久保消防団長）３年ぶりに開催！北部上北協議会連合観閲式！（敬礼する久保消防団長）

六ヶ所村消防団第６分団　六ヶ所村消防団第６分団　
玉落とし競技の様子。玉落とし競技の様子。
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令 和 4 年 6 月 定 例 会令 和 4 年 6 月 定 例 会令 和 4 年 6 月 定 例 会令 和 4 年 6 月 定 例 会

戸田 衛　氏　村長３期目当選！戸田 衛　氏　村長３期目当選！ 村営墓地整備工事村営墓地整備工事に着手！に着手！

6月定例会のあらまし

戸
田
村
長
３
期
目
就
任
に
当
た
っ
て
の
挨
拶

　

去
る
６
月
12
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
村
民
多
数
の
皆
様
方
か
ら
心
温
ま

る
ご
支
援
と
ご
厚
情
を
賜
り
、
引
き
続
き
、
行
政
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
平
成
26
年
７
月
に
就
任
し
て
以
来
、
２
期

８
年
間
に
わ
た
り
、
議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆
さ
ま
の
格
別
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
六
ヶ
所
村
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、「
よ
り
躍
進　

よ
り
幸
福
に
」
を
行
政
運
営
の
基
本
理
念

と
し
、
掲
げ
て
き
た
公
約
の
実
現
に
向
け
て
、
誠
心
誠
意
取
り
組

ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
具
体
的
な
施
策
執
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
部
の
施
策
を

除
き
、
概
ね
事
業
化
及
び
着
手
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
施
策
の
成
果
は
、
着

実
な
村
政
発
展
と
村
民
福
祉
の
向
上
に
繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
度
の
村
長
選
挙
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
行
政
の
歩
み
を
礎
と
し
な
が
ら
、
新
た
な
可
能
性
を
秘

め
た
科
学
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
い
て
、
本
村
の
持
つ
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
十
分
に
発
揮
し
、
躍
進
・
発
展
す
る
未
来
社
会
、
科
学

技
術
都
市
の
形
成
を
図
り
、
村
民
の
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
参
り
た

い
と
い
う
思
い
を
抱
き
、
今
後
４
年
間
の
基
本
理
念
に
「
躍
進
・

発
展
の
道
を
村
民
と
と
も
に
歩
む
」
こ
と
を
掲
げ
、
３
点
８
項
目

の
公
約
を
村
民
の
皆
様
に
訴
え
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
、
こ
れ
ま
で
掲
げ
て
き
た
公
約
を
踏
襲

し
つ
つ
、
村
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
「
住
み
た
い
ま

ち
」、「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
づ
く
り
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
汗

を
流
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

6月補正予算の状況
（単位：千円）

会 計 名 補 正 前 補 正 額 補 正 後

一 般 会 計 15,091,108 22,288 15,113,396

国民健康保険特別会計
　　　　　　　　（事業勘定） 1,026,000 △ 791 1,025,209

国民健康保険特別会計
　　　　　（千歳平施設勘定） 119,000 183 119,183

介 護 保 険 特 別 会 計
　　　　　　（保険事業勘定） 1,151,000 605 1,151,605

水 道 事 業 会 計 304,782 1,641 304,782

農業集落排水事業会計 81,828 △ 32 81,796

下 水 道 事 業 会 計 645,503 △ 1,364 644,139

工 業 用 水 道 事 業 会 計 27,855 0 27,855

合 　 　 　 　 　 　 計 18,447,076 22,530 18,467,965

村営墓地鳥瞰図村営墓地鳥瞰図

　

令
和
４
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
24
日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
の
８

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

24
日
の
本
会
議
初
日
に
戸
田
村
長
か
ら
提
案
理
由
に
先
立
ち
、
新

庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
去
る
４
月
14
日
に
新
庁
舎
建
設
検
討
委

員
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、
尾
駮
地
区
と
鷹
架
地
区
の
２
つ
の
候
補

地
が
提
案
さ
れ
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

戸
田
村
長
か
ら
は
、『
同
委
員
会
か
ら
の
答
申
結
果
を
尊
重
し
つ
つ
、

様
々
な
視
点
に
立
ち
、
各
候
補
地
の
特
性
等
を
精
査
し
、
皆
様
に
ご

理
解
を
い
た
だ
け
る
建
設
候
補
地
を
選
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆
様
に
は
、
本
職
と
し
て

建
設
候
補
地
案
を
お
示
し
で
き
る
時
期
が
参
り
ま
し
た
ら
、
詳
細
な

説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
賜
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
』
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
令
和
３
年
度
の
９
会
計
の
専
決
処
分
を
は
じ
め
、

令
和
４
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
、「
村
営
墓
地

管
理
用
道
路
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
ほ
か
、
議
案

26
件
、
承
認
12
件
、
同
意
１
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

27
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
３
人
の
議
員
が
登
壇
し
、「
戸

鎖
地
区
に
お
け
る
風
車
の
騒
音
被
害
と
そ
の
調
査
に
関
し
て
」「
携
帯

電
話
の
電
波
改
善
に
つ
い
て
」「
有
機
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
現
状
に
つ
い

て
」
な
ど
、
村
の
考
え
方
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、「
女
性
ト
イ
レ
の
維
持
及
び
そ
の
安
心
安
全
の
確
保
に

つ
い
て
の
陳
情
」、「
国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」
を
７
月
20
日
に
固
定

化
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
」、「
沖
縄
を
「
捨
て
石
」
に

し
な
い
安
全
保
障
政
策
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
」、

「
中
国
共
産
党
に
よ
る
臓
器
収
奪
の
即
時
停
止
な
ら
び
に
人
権
状
況
の

改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情
」
の
計
４
件
の
陳
情

書
が
提
出
さ
れ
、
議
員
配
布
と
い
た
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
六
ヶ
所
村
Ｈ
Ｐ
（http://w
w
w.rokkasho.jp/

）
内
の

「
六
ヶ
所
村
議
会
」「
会
議
録
閲
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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１
．
戸
鎖
地
区
に
お
け
る

風
車
の
騒
音
被
害
と
そ
の

調
査
に
関
し
て

 

【
問
】　

新
納
屋
地
区
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
は
壮
観
で
あ
り
、
村

外
か
ら
見
物
に
訪
れ
る
方
々
が

多
く
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
風
車
の
建
設
も
年
々
進
み
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
役
割
だ
け

で
は
な
く
観
光
名
所
に
も
な
り

得
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。　

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
住
民

の
方
々
か
ら
生
活
面
・
健
康
面

で
被
害
が
生
じ
て
い
る
と
の
声

も
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。　

　

具
体
的
に
は
、
風
車
の
近
く

の
畑
で
作
業
を
し
て
い
る
と
異

音
で
体
調
が
悪
く
な
り
、
酷
い

時
に
は
頭
痛
も
す
る
。
さ
ら
に

は
、
風
車
の
付
近
に
居
住
し
て

い
る
方
は
家
の
中
に
ま
で
異
音

が
聞
こ
え
る
と
の
こ
と
で
し

た
。　

　

戸
鎖
地
区
の
何
名
か
の
方
々

に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
全

員
が
風
車
の
羽
が
風
を
切
る
音

で
は
な
く
、
風
車
本
体
か
ら
発

せ
ら
れ
る
機
械
音
を
訴
え
て
お

り
、
個
々
人
の
持
病
や
体
調
に

依
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
、
風
車
そ
の
物
に
何
か

異
常
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
業
者

を
含
め
、
近
隣
住
民
の
方
々
か

ら
聞
き
取
り
な
ど
の
調
査
を
行

い
、
早
急
に
対
応
を
検
討
す
る

べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
如
何

か
。

 

【
答
】　

村
で
は
、
風
車
の
近

く
で
作
業
を
行
い
、
体
調
不
良

に
な
っ
た
農
業
者
か
ら
の
相
談

を
受
け
、
先
般
、
事
業
者
と
担

当
課
職
員
に
よ
る
当
該
農
業
者

か
ら
の
聞
き
取
り
及
び
現
地
調

査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
風
車
か
ら
の
異

音
等
は
感
知
さ
れ
ず
、
事
業
者

か
ら
も
風
車
そ
の
も
の
に
異
常

や
故
障
は
な
く
、
風
切
音
・
機

械
音
の
大
き
さ
に
つ
い
て
も
環

境
基
準
値
以
下
で
あ
る
と
の
旨

の
報
告
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

村
と
致
し
ま
し
て
は
、
農
業

者
が
風
車
付
近
で
の
農
作
業
時

に
体
調
不
良
を
起
こ
し
た
と
い

う
事
実
を
重
く
受
け
止
め
、
そ

の
対
策
を
事
業
者
へ
要
請
し
た

と
こ
ろ
、
全
風
車
の
24
時
間
常

時
監
視
及
び
週
１
回
の
現
地
確

認
の
実
施
の
ほ
か
、
風
車
付
近

で
作
業
に
あ
た
る
農
業
者
に
対

し
、
被
害
予
防
の
た
め
、
高
い

遮
音
機
能
を
持
ち
耳
に
装
着
す

る
、
「
防
音
イ
ヤ
ー
マ
フ
」
を

髙
田
　
　翔 

議
員

一 般 質 問一 般 質 問

６月定例会における議案審議結果
議案番号 件　　　　　　　　　　名 議決年月日 議決の結果

議案第３２号 令和４年度六ヶ所村一般会計補正予算（第３号） 令和4年6月30日

原案可決

議案第３３号 令和４年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算（事業勘定第１号） 令和4年6月30日

議案第３４号 令和４年度六ヶ所村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 令和4年6月30日

議案第３５号 令和４年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算（千歳平施設勘定第１号） 令和4年6月30日

議案第３６号 令和４年度六ヶ所村介護保険特別会計補正予算（保険事業勘定第１号） 令和4年6月30日

議案第３７号 令和４年度六ヶ所村水道事業会計補正予算（第１号） 令和4年6月30日

議案第３８号 令和４年度六ヶ所村農業集落排水事業会計補正予算（第１号） 令和4年6月30日

議案第３９号 令和４年度六ヶ所村下水道事業会計補正予算（第１号） 令和4年6月30日

議案第４０号 令和４年度六ヶ所村工業用水道事業会計補正予算（第１号） 令和4年6月30日

議案第４１号 六ヶ所村半島振興対策実施地域に係る固定資産税の特別措置に関する条例の一部
を改正する条例について 令和4年6月30日

議案第４２号 六ヶ所村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 令和4年6月30日

議案第４３号 六ヶ所村介護保険条例の一部を改正する条例について 令和4年6月30日

議案第４４号 旧千歳中学校利活用防災資機材庫改修工事請負契約の締結について 令和4年6月30日

議案第４５号 野菜予冷庫改修工事請負契約の締結について 令和4年6月30日

議案第４６号 （仮称）尾駮地区多目的広場整備工事請負契約の締結について 令和4年6月30日

議案第４７号 千歳平４号線道路改良舗装工事（１工区）請負契約の締結について 令和4年6月30日

議案第４８号 千歳平４号線道路改良舗装工事（２工区）請負契約の締結について 令和4年6月30日

議案第４９号 千歳平４号線道路改良舗装工事（３工区）請負契約の締結について 令和4年6月30日

議案第５０号 千歳平小学校グラウンド整備工事請負契約の締結について 令和4年6月30日

議案第５１号 千歳平小学校外構工事請負契約の締結について 令和4年6月30日

議案第５２号 村営墓地管理用道路整備工事請負契約の締結について 令和4年7月1日

議案第５３号 原々種農場・弥栄平線舗装工事請負契約の締結について 令和4年7月1日

議案第５４号 倉内道ノ上線道路改良工事（１工区）請負契約の締結について 令和4年7月1日

議案第５５号 倉内道ノ上線道路改良工事（２工区）請負契約の締結について 令和4年7月1日

議案第５６号 地域交流ホーム線道路改良工事請負契約の締結について 令和4年7月1日

議案第５７号 ロータリ除雪車（1.5 ｍ級）購入契約の締結について 令和4年7月1日

議案第５８号 ロータリ除雪車（1.3 ｍ級）購入契約の締結について 令和4年7月1日

議案第５９号 消防ポンプ自動車購入契約の締結について 令和4年7月1日

承認第４号 令和３年度六ヶ所村一般会計補正予算（第10号）の専決について 令和4年6月30日

承認

承認第５号 令和３年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算（事業勘定第５号）の専決に
ついて 令和4年6月30日

承認第６号 令和３年度六ヶ所村後期高齢者医療特別会計補正予算（第５号）の専決について 令和4年6月30日

承認第７号 令和３年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算（千歳平施設勘定第５号）の
専決について 令和4年6月30日

承認第８号 令和３年度六ヶ所村介護保険特別会計補正予算（保険事業勘定第５号）の専決に
ついて 令和4年6月30日

承認第９号 令和３年度六ヶ所村水道事業会計補正予算（第５号）の専決について 令和4年6月30日

承認第１０号 令和３年度六ヶ所村農業集落排水事業会計補正予算（第４号）の専決について 令和4年6月30日

承認第１１号 令和３年度六ヶ所村下水道事業会計補正予算（第６号）の専決について 令和4年6月30日

承認第１２号 令和３年度六ヶ所村工業用水道事業会計補正予算（第４号）の専決について 令和4年6月30日

承認第１３号 令和４年度六ヶ所村一般会計補正予算（第１号）の専決について 令和4年6月30日

承認第１４号 令和４年度六ヶ所村一般会計補正予算（第２号）の専決について 令和4年6月30日

承認第１５号 六ヶ所村税条例等の一部を改正する条例について 令和4年6月30日

承認第１６号 六ヶ所村国民健康保険税条例等の一部を改正する条例について 令和4年6月30日

同意第１号 六ヶ所村教育委員会委員の任命について（　齋藤　夢子　氏） 令和4年7月1日 同意

議 案 審 議議 案 審 議

一般質問とは？一般質問とは？
※議員が村の行政全般にわたる執行状況や将来の方針などについて、※議員が村の行政全般にわたる執行状況や将来の方針などについて、
提案・報告や説明を求めたり質問することで、定例会で行われます。提案・報告や説明を求めたり質問することで、定例会で行われます。

村政を問う村政を問う
　『一般質問』　『一般質問』



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 61 号（6）議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（7）第 61 号

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。１

．
有
機
堆
肥
セ
ン
タ
ー

の
現
状
に
つ
い
て

 

【
問
】　

六
ヶ
所
村
農
業
総
合

公
社
と
当
セ
ン
タ
ー
の
設
立
目

的
が
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
か
ら
、
令

和
元
年
９
月
議
会
に
お
い
て

「
六
ケ
所
村
公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
き

等
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
く
、

指
定
管
理
を
見
直
し
農
業
総
合

公
社
直
営
で
管
理
運
営
す
べ
き

と
の
質
問
に
対
し
、
現
状
の
ま

提
供
し
た
と
の
報
告
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

　

村
と
し
て
は
、
必
要
が
生
じ

れ
ば
そ
の
状
況
に
鑑
み
不
断
に

対
処
し
て
い
く
ほ
か
、
全
風
力

事
業
者
に
は
十
分
な
注
意
を

持
っ
て
事
業
を
行
う
よ
う
指
導

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。１

．
携
帯
電
話
の
電
波
改

善
に
つ
い
て

 

【
問
】　

村
内
で
は
い
ま
だ
携

帯
電
話
の
電
波
が
受
信
で
き
な

い
地
域
や
道
路
区
間
が
あ
り
、

村
民
か
ら
も
「
携
帯
の
電
波
が

届
か
な
い
」
「
キ
ャ
リ
ア
に
対

し
て
何
度
も
電
波
改
善
の
要
望

を
し
て
い
る
が
、
一
向
に
改
善

さ
れ
な
い
」
と
の
声
が
あ
り
ま

す
。

　

私
が
普
段
か
ら
利
用
し
て
い

る
下
北
半
島
縦
貫
道
路
の
六
ヶ

所
Ｉ
Ｃ
付
近
か
ら
野
辺
地
北
Ｉ

Ｃ
付
近
ま
で
の
数
キ
ロ
に
亘
っ

て
受
信
で
き
な
い
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。
下
北
道
は
、
交
通

量
も
非
常
に
多
い
現
状
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
ま
ま
電
波
状

況
が
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
、
万

が
一
交
通
事
故
が
発
生
し
、
緊

急
自
動
車
（
救
急
車
、
消
防
車

等
）
出
動
時
、
特
に
救
急
救
命

士
が
医
師
か
ら
の
指
示
を
受
け

て
行
う
気
道
確
保
や
輸
血
等
の

特
定
行
為
が
出
来
ず
、
救
え
る

命
を
救
う
こ
と
さ
え
出
来
な
い

状
況
を
早
期
に
解
消
す
る
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
人
命
に
関
わ
る

と
も
限
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
村

内
一
円
を
調
査
し
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
、
関
係
機
関
に
対
し
て

改
善
の
要
請
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
高
度
情
報

化
時
代
と
言
わ
れ
る
現
代
に
お

い
て
、
村
内
に
携
帯
電
話
の
不

感
地
帯
が
あ
る
よ
う
で
は
「
若

者
定
住
化
促
進
」
を
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
し
、
若
者
が
Ｕ

タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
す
る
う
え

で
も
ハ
ン
デ
と
な
り
ま
す
。

　

是
非
と
も
村
長
が
先
頭
に
立

ち
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
が
、
村
長
の
お

考
え
を
伺
い
ま
す
。

 
【
答
】　

村
内
の
携
帯
電
話
の

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
つ
い
て

は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
ａ
ｕ
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
も
、
住
民
が

居
住
し
て
い
る
エ
リ
ア
は
、
住

居
等
の
構
造
・
材
質
等
や
自
然

条
件
に
よ
る
電
波
の
強
弱
等
に

差
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
カ

バ
ー
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い

ま
す
が
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
、
下
北
半
島
縦
貫
道
路
に
つ

い
て
は
、
六
ヶ
所
Ｉ
Ｃ
以
南
に

お
い
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
不

感
地
帯
が
一
部
存
在
し
て
い
ま

す
。

　

事
故
等
に
お
け
る
救
急
車
や

消
防
車
等
の
出
動
時
に
は
、
消

防
無
線
や
携
帯
電
話
を
使
用
し

て
行
わ
れ
て
お
り
、
携
帯
電
話

を
活
用
す
る
際
は
、
不
感
地
帯

を
通
過
す
る
前
に
指
示
事
項
を

予
め
確
認
す
る
な
ど
、
情
報
伝

達
を
工
夫
し
な
が
ら
行
っ
て
い

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
業
務
で

の
支
障
は
な
い
と
伺
っ
て
い
ま

す
。

　

携
帯
電
話
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
国
に

お
い
て
は
、
災
害
発
生
時
の
連

絡
手
段
確
保
等
の
観
点
か
ら
、

電
気
通
信
事
業
者
等
に
対
す
る

補
助
制
度
を
設
け
、
携
帯
電
話

の
不
感
地
帯
の
解
消
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
電
気
通
信
事
業
者
に

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
つ
い
て
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
住
民
の
居
住

エ
リ
ア
や
公
共
施
設
等
が
立
地

す
る
エ
リ
ア
を
優
先
的
に
整
備

し
て
お
り
、
非
居
住
エ
リ
ア
で

あ
り
ま
す
下
北
半
島
縦
貫
道
路

の
不
感
地
帯
に
つ
い
て
は
、
現

時
点
で
、
エ
リ
ア
整
備
の
予
定

は
な
い
と
の
回
答
で
あ
り
ま
し

た
。

　

本
年
３
月
、国
に
お
い
て
は
、

現
在
主
流
と
な
っ
て
い
る
携
帯

電
話
の
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
の

次
世
代
規
格
で
あ
る
「
５
Ｇ
」

に
つ
い
て
、
令
和
12
年
度
末
ま

で
に
人
口
カ
バ
ー
率
99
％
達
成

を
目
標
と
す
る
計
画
を
策
定
い

た
し
ま
し
た
。

　

本
職
と
致
し
ま
し
て
は
、
現

在
主
流
の
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム

の
エ
リ
ア
拡
大
の
進
捗
と
「
５

Ｇ
」
の
今
後
の
展
開
を
注
視
す

る
と
と
も
に
、
ご
指
摘
の
あ
り

ま
し
た
下
北
半
島
縦
貫
道
路
の

不
感
地
帯
に
つ
き
ま
し
て
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
及
び
道
路
管
理

者
で
あ
る
青
森
県
に
対
し
要
望

寺
下
　
和
光 

議
員

ま
の
指
定
管
理
を
継
続
す
る
と

の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
感

染
症
が
長
期
化
す
る
中
、
農
産

物
の
価
格
低
迷
や
肥
料
等
の
生

産
資
材
費
の
高
騰
に
よ
っ
て
農

業
収
益
も
減
少
傾
向
が
続
い
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
の
現
状

等
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
❶
過
去
５
年
間
の
製
造
さ
れ
た

堆
肥
の
生
産
量
と
販
売
実
績
及

び
収
支
状
況
に
つ
い
て
、
お
伺

い
し
ま
す
。

➋
同
セ
ン
タ
ー
に
配
備
さ
れ
て

い
る
車
両
の
整
備
状
況
に
つ
い

て
、
お
伺
い
し
ま
す
。

❸
農
産
物
の
価
格
変
動
が
著
し

く
、
農
業
経
営
が
厳
し
い
状
況

に
あ
る
場
合
は
、
有
機
堆
肥
の

販
売
価
格
の
引
き
下
げ
も
検
討

す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
現

在
の
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
て
い
る
現
状
で
は
、
そ
の
よ

う
な
臨
機
応
変
な
対
応
は
で
き

な
い
と
思
う
が
、
如
何
か
。

➍
雇
用
さ
れ
て
い
る
職
員
の
安

定
し
た
身
分
確
保
を
図
る
為
に

も
指
定
管
理
制
度
を
見
直
し
、

社
団
法
人
で
あ
る
六
ヶ
所
村
農

業
総
合
公
社
に
管
理
運
営
を
委

ね
る
べ
き
と
思
う
が
如
何
か
。

 

【
答
】
①
平
成
29
年
度
か
ら
令

和
３
年
度
ま
で
の
過
去
５
年
間

に
お
け
る
年
間
の
堆
肥
生
産
量

は
約
１
，
９
０
０
ト
ン
で
、
販

売
実
績
は
約
１
，
８
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
収
支
状
況
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、年
間
の
収
入
は
約
４
，

２
０
０
万
円
で
、
そ
の
主
な
も

の
は
、
指
定
管
理
料
が
約
２
，

０
０
０
万
円
、
堆
肥
の
販
売
額

が
約
１
，
８
０
０
万
円
で
、
う

ち
土
づ
く
り
有
機
堆
肥
購
入
事

業
助
成
金
が
約
７
０
０
万
円
、

支
出
に
つ
き
ま
し
て
は
約
４
，

３
０
０
万
円
で
、

　

そ
の
主
な
も
の
は
、
人
件
費

が
約
１
，
５
０
０
万
円
、
籾
殻

等
の
原
材
料
費
が
約
５
０
０
万

円
、
電
気
料
が
約
４
０
０
万

円
で
、
近
年
の
収
支
で
は
約

１
０
０
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
年
間
計
画
販
売
額

約
２
，
０
０
０
万
円
に
対
し
、

販
売
実
績
額
約
１
，
８
０
０
万

円
で
達
成
率
90
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

②
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
や
ダ
ン

プ
な
ど
計
10
台
を
配
備
し
て
指

定
管
理
者
に
お
い
て
法
定
検
査

等
の
修
理
点
検
を
実
施
し
、
支

障
な
く
使
用
し
て
い
ま
す
。

③
施
設
で
製
造
し
た
有
機
堆
肥

の
販
売
は
、
バ
ラ
・
フ
レ
シ
キ

ブ
ル
コ
ン
テ
ナ
バ
ッ
ク
い
わ
ゆ

る
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
と
袋
詰
め

の
３
区
分
で
販
売
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
販
売
価
格
は
、
村
か
ら

の
「
土
づ
く
り
有
機
堆
肥
購
入

事
業
助
成
金
」
を
差
し
引
い

た
価
格
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、

税
込
み
で
、
バ
ラ
の
１
立
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
１
，
３
７
５

円
、
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
は
１

袋
４
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
２
，

４
７
５
円
、
袋
詰
め
は
１
袋
12

キ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
０
円
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
販
売
価
格
は
、
近
隣
で

製
造
さ
れ
て
い
る
有
機
堆
肥
と

比
較
し
て
も
安
価
な
価
格
で
販

売
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
現

段
階
で
の
価
格
の
引
き
下
げ
に

つ
い
て
は
、
考
え
て
い
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

④
村
に
お
い
て
は
、
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
の

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
当

村
の
「
公
の
施
設
」
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
は
、
「
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
」
と
「
管
理
経
費

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

附
田

　
角
栄 

議
員
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２
．
泊
地
区
の
休
耕
田
の

利
活
用
に
つ
い
て

 

【
問
】　

泊
地
区
は
、
日
本
海
・

千
島
海
溝
沖
地
震
に
よ
る
津
波

浸
水
区
域
が
集
落
全
体
の
約
２

／
３
と
想
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
国
道

３
３
８
号
の
西
側
の
地
目
上
の

「
公
衆
用
道
路
」
や
「
道
」
に

つ
い
て
、
村
道
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
で
家
屋
の
移
転
等
を
促

す
こ
と
で
村
の
防
災
力
強
化
に

繋
が
る
こ
と
か
ら
一
般
質
問
を

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
地
権
者

の
相
続
問
題
等
に
よ
っ
て
殆
ん

ど
進
展
し
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
と
推
察
致
し
ま
す
。

　

当
地
域
の
防
災
力
向
上
を
早

期
に
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

域
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産

の
保
護
を
図
る
こ
と
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

地
区
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、

泊
川
原
地
区
の
国
道
３
３
８
号

の
縮
減
」
を
図
る
と
い
う
指
定

管
理
者
制
度
の
目
的
を
最
大
限

に
活
か
す
た
め
、
個
別
法
の
制

約
や
業
務
の
特
殊
性
な
ど
、
村

が
直
接
管
理
す
る
こ
と
が
適
当

と
判
断
さ
れ
る
以
外
の
施
設

は
、
原
則
と
し
て
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
畜
産
農

家
の
「
家
畜
排
せ
つ
物
の
適
正

な
管
理
」
や
「
堆
肥
の
利
用
促

進
」
を
図
る
た
め
に
整
備
し
た

施
設
で
あ
り
ま
す
の
で
、
管
理

運
営
に
必
要
な
許
可
を
は
じ

め
、
専
門
性
や
利
用
者
の
利
便

性
な
ど
か
ら
、
地
域
の
畜
産
農

家
で
組
織
し
て
い
る
団
体
で
あ

る
「
吹
越
台
地
飼
料
生
産
利
用

組
合
」
と
、
非
公
募
に
よ
り
管

理
運
営
を
委
託
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
は
指

定
管
理
者
に
よ
る
管
理
が
望
ま

し
い
施
設
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
側
に
存
在
す
る
休
耕
田
に
つ

い
て
は
、
「
農
業
振
興
地
域
の

整
備
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
、

農
業
振
興
地
域
に
指
定
さ
れ
今

日
に
至
っ
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
制
度
の
目

的
で
あ
る
「
総
合
的
に
農
業
の

振
興
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
」
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当

地
域
は
登
記
簿
上
の
地
目
で
あ

る
「
田
」
と
は
程
遠
い
状
況
下

に
あ
る
こ
と
と
は
周
知
の
事
実

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
津
波
に
よ

る
浸
水
が
想
定
さ
れ
て
い
る
国

道
３
３
８
号
の
高
台
移
転
も
視

野
に
入
れ
て
、
農
用
地
区
域
内

の
農
地
及
び
白
地
地
域
内
も
含

め
地
権
者
の
意
向
を
確
認
し
、

「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関

す
る
法
律
」
第
13
条
第
２
項
に

規
定
す
る
５
要
件
又
は
同
法
10

条
第
３
項
の
規
定
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
早
期
に
農
業
振
興
地
域
指

定
か
ら
除
外
を
す
る
こ
と
で
、

防
災
対
策
上
も
含
め
、
土
地
所

有
者
が
、
有
効
活
用
出
来
る
よ

う
村
と
し
て
早
期
に
対
応
す
べ

き
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
如

何
か
。

 

【
答
】　

現
在
、
当
該
地
区
に

あ
る
「
田
及
び
畑
」
の
面
積
は
、

約
１
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま

す
が
、議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、

遊
休
農
地
と
な
っ
て
お
り
、
山

林
原
野
化
が
進
ん
で
い
る
状
況

で
あ
り
ま
す
。

　

「
農
用
地
区
域
」
か
ら
の
除

外
、
い
わ
ゆ
る
「
農
振
除
外
」

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、「
農

業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る

法
律
」
第
13
条
第
２
項
に
よ
る

除
外
要
件
と
し
て
、
農
用
地
等

以
外
の
用
途
に
転
用
す
る
必
要

性
、
緊
急
性
及
び
規
模
の
妥
当

性
が
あ
り
、
か
つ
、
他
に
代
替

す
る
土
地
が
な
い
こ
と
な
ど
の

５
要
件
を
す
べ
て
満
た
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
具
体
例
の

一
つ
に
な
り
ま
す
が
、
農
用
地

区
域
内
の
土
地
に
農
業
者
住
宅

な
ど
を
建
築
す
る
申
し
出
が

あ
っ
た
場
合
に
農
振
除
外
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
法
第
10
条
第
３
項
の

非
該
当
に
よ
る
農
振
除
外
に
つ

い
て
は
、
経
済
事
情
の
変
動
そ

の
他
情
勢
の
推
移
に
よ
り
、
農

地
が
山
林
原
野
化
し
、
集
団
的

農
地
面
積
が
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

下
に
な
る
な
ど
、
農
用
地
区
域

と
し
て
の
設
定
基
準
を
満
た
さ

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
農
振
除

外
が
可
能
で
あ
り
ま
す
。

　

当
該
地
区
の
有
効
活
用
に
当

た
っ
て
は
、
共
有
地
が
大
き
な

課
題
と
な
り
ま
す
が
、
農
業
委

員
会
が
行
う
利
用
状
況
調
査
の

意
見
や
所
有
者
の
意
向
を
確
認

し
な
が
ら
、
将
来
の
土
地
利
用

に
つ
い
て
、
調
査
・
検
討
を
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

一 般 質 問一 般 質 問

6 月定例会の会期中に開催された常任委員会の審議内容をお知らせいたします。

委 員 会 レ ポ ート委 員 会 レ ポ ート

総務企画常任委員会

■六ヶ所村にデジタル化推進室が設置！■六ヶ所村にデジタル化推進室が設置！
　業務のデジタル化及びマイナンバーの普及を図る！　業務のデジタル化及びマイナンバーの普及を図る！
①デジタル化の推進について
⇒国が令和３年９月１日にデジタル庁を設置したことに
伴い、本村としても国が進めるデジタル化に関する情
報収集に努めるとともに、市町村に課せられた各種業
務を的確に遂行するため、総務課内に「デジタル化推
進室」を設け、対応していく旨の説明がありました。

[委員意見 ]
◆行政手続きのオンライン化に伴い必要とな
るマイナンバーカードの取得の手引きを各
家庭に配布するなど、普及率の向上に努め
るべきであるなどの意見が出されました。

■防衛省へ要望活動を予定！■防衛省へ要望活動を予定！
②防衛省に対する要望活動について
⇒要望項目と要望活動について審議し、これまで要望項
目としていた「模擬弾落下事故に伴う早期発見と回収」
は、昨年 10 月に地権者と交渉が成立し一連の手続き
が終了したことから、要望項目から削除し、令和４年
度は、５件の要望を行うこととしました。

　　また、要望活動については、新型コロナウイルス感
染症に伴う緊急事態宣言及び蔓延防止等重点措置が全
国的に発令されていない現状を踏まえ、東北防衛局及

び防衛省の対応方針に従い、委員全員で行うこととし
ました。

[委員意見 ]
◆要望項目の中で長年要望してきたものの、結果が伴っ
ていない要望事項については、内容を再検討するべき
である。

◆住民の安全第一義として、訓練を行うよう強く要請す
べきである。

産業建設常任委員会

■農業者への配合飼料支援対策を実施！
①配合飼料価格高騰に係る支援対策について
⇒国際的な穀物需要の増加やウクライナ情勢等に伴う
飼料原料価格の上昇等により、配合飼料価格が高騰す
る中、畜産経営への影響を緩和するため、配合飼料購
入に対する経費の助成を実施する旨の説明がありまし
た。

　　助成の内容等については、配合飼料価格安定制度に
加入し、村内に住所及び農場を有している畜産農家を

対象として、購入数量に対しトン当たり 2,000 円を助
成するもので、本年９月３０日まで申請の受付を行う
旨の説明がありました。

[委員の意見 ]
◆村独自で行う価格補填等の一時的な政策は理解するも
のの、生産者の経営効率を改善する施策などを行政が
主体となって取り組むべきである。

■北海道八雲町を視察予定！
②視察研修について
⇒委員会の所管事務に係る各地の先行事例の調査と村の
第一次産業の発展に寄与することを目的として、酪農

および水産関係をテーマに、北海道八雲町を視察研修
することとしました。

福祉教育常任委員会

■新型コロナウイルスワクチン４回目接種！
①新型コロナウイルスワクチンの接種状況及び４回目接
種について

⇒ワクチンの３回目接種及び小児接種初回（１、２回
目）の接種状況や、４回目接種の対象者及び接種スケ
ジュール等について説明がありました。

[委員の意見 ]
◆接種回数を重ねるごとに、多くの接種者に副反応が現
れたことから、４回目接種時には村として副反応の状
況等を把握するべきである。

◆村内企業において感染者が毎日のように確認されてい
ることから、村としての対応を検討していくべきであ
る。

■第4回エネルギーパークマラソンの開催を予定！
②エネルギーパークマラソンの実施について
⇒第２回及び第３回のエネルギーパークマラソンは新
型コロナウイルス感染症流行のため中止となっていた
ことから、今年度実施予定である第４回は、感染症対
策を実施し、日本陸上競技連盟が公表しているロード
レースのガイダンスをもとに大会内容を精査し、規模
を縮小したうえで開催する旨の説明がありました。

[委員の意見 ]
◆村主催の行事であるため、事故防止を徹底するべきで
ある。

◆幅広く周知するため民放にＣＭを流すべきである。
◆太陽光や風車、原子力関連施設など村のエネルギー施
設をランナー達が感じられるようコースの設定を行う
べきである。



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 61 号（10）

ト ピ ッ ク スト ピ ッ ク ス

…
…
編
集
後
記
…
…

　

議
会
だ
よ
り
第
61
号
を
お
届
け
し
ま

す
。

　

安
倍
元
総
理
大
臣
が
７
月
に
凶
弾
に

あ
わ
れ
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
に
入
り
、
国
内
に
お
い

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
急

拡
大
し
、
本
村
に
お
い
て
も
職
員
の
感

染
等
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
、
更
な
る
感

染
防
止
が
求
め
ら
れ
る
状
況
で
す
。

　

全
国
の
１
日
あ
た
り
の
感
染
者
が

20
万
人
を
超
え
る
な
ど
、
更
に
は
医
療

従
事
者
な
ど
へ
の
感
染
拡
大
な
ど
も
あ

り
、
医
療
崩
壊
も
懸
念
さ
れ
る
状
況
と

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
経
済
活
動
を
活
発
化
さ
せ

る
た
め
に
、
行
動
制
限
は
行
っ
て
い
な

い
も
の
の
、
感
染
を
防
止
す
べ
く
、
個
々

に
お
い
て
は
今
一
度
、
感
染
対
策
の
徹

底
を
し
ま
し
ょ
う
。

委
員
長

副
委
員
長

委

員

六
ヶ
所
村
議
会
広
報
委
員
会

橋　

本　
　
　

竜

附　

田　

角　

栄

小　

泉　

靖　

美

髙　

田　

博　

光

寺　

下　

和　

光

令和４年第３回六ヶ所村議会定例会会期日程（案）

日　程 月　日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第１日目 ９ 月 ２ 日 （金） 本会議（午前 10 時） 開会、提出議案上程・説明、委員会付託

第２日目 ９ 月 ３ 日 （土） 休 日 休 会

第３日目 ９ 月 ４ 日 （日） 休 日 休 会

第４日目 ９ 月 ５ 日 （月） 本会議（午前 10 時） 一　般　質　問

第５日目 ９ 月 ６ 日 （火） 休 　 　 　 　 会 常任委員会※

第６日目 ９ 月 ７ 日 （水） 休 　 　 　 　 会 常任委員会・特別委員会※

第７日目 ９ 月 ８ 日 （木） 本会議（午前 10 時） 決算審議・議案審議

第８日目 ９ 月 ９日 （金） 本会議（午前 10 時） 議案審議・委員長報告・閉会

※　各委員会の開催時間等は決まり次第、HP でお知らせします。　【議会の日程は変更されることがあります】

　去る７月１３日（水）に県下町村議会議員研修

会に本村の議員１４名が出席し、政治ジャーナリ

スト「田崎　史郎」氏の講演が行われました。

　田崎氏は、政治取材を４０年勤め、様々なテレ

ビ番組や著書で活躍しており、今後の政局・政治

展望について、安倍元総理大臣政権時代での取材

内容なども含め熱心に拝聴しておりました。

県下町村議会議員研修会に出席しました！

　議会を監視するのは『あなた』です。６月定例会の傍聴人は27人でした。あなたも議会の傍聴をし
てみませんか？傍聴は村政を知る良い機会です。
　９月定例会では、特に令和３年度の決算について議題であげられます。令和３年度の予算がどのよう
に使われたか気になる方は是非、傍聴に来てください。
　定例会は、３月、６月、９月、12月の年４回開催されます。臨時会は必要に応じて開催されます。
　詳しくは議会事務局７２－８１２１へお尋ねください。

議会傍聴議会傍聴

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？


